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と
協
議
が
で
き
る
よ
う
に
、
窓
口
開
設

に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
は
、
準
備
会
を
次

の
段
階
へ
と
進
む
た
め
に
解
散
し
、
新

た
に
市
町
村
長
に
よ
る
委
員
会
、
副
市

町
村
長
や
教
育
長
に
よ
る
幹
事
会
、
担

当
職
員
を
事
務
局
と
す
る
組
織「
田
川

地
区
中
等
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員

会
」を
発
足
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
26
年
12
月
に「
田
川

地
区
中
等
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員

会
」が
発
足
。
こ
こ
で
も
、
幾
度
の
会

議
が
行
わ
れ
、
田
川
地
区
で
も
公
立
中

高
一
貫
教
育
の
制
度
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
28
年
3
月
に
、
同

委
員
会
の
永
原
譲
二
委
員
長（
大
任
町

長
）と
二
場
公
人
副
委
員
長（
田
川
市

長
）な
ど
の
関
係
者
が
、
小
川
洋
県
知

事
と
城
戸
秀
明
県
教
育
長
に
対
し
、
田

川
地
区
で
の
中
高
一
貫
教
育
校
整
備
案

の
要
望
書
を
提
出
。

　
ま
た
、
中
高
一
貫
教
育
校
整
備
案
の

要
望
書
と
は
別
に
、
平
成
28
年
6
月
17

日
に
永
原
委
員
長
と
二
場
副
委
員
長
、

田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
の
見
月
勧
会

長（
川
崎
町
議
会
議
長
）な
ど
の
関
係

者
が
、
城
戸
県
教
育
長
に
対
し
、
田
川

科
学
技
術
高
等
学
校
の
教
育
内
容
に
、

土
木
に
関
す
る
科
目
を
加
え
る
要
望
書

を
提
出
し
、
平
成
28
年
7
月
に
福
岡
県

教
育
委
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
な
ぜ
教
育
改
革
は
始
ま
っ
た

の
か

　

近
年
、
田
川
地
区
の
学
校
を
選
択

●
教
育
改
革
進
展
ま
で
の
道
の
り

　

平
成
25
年
1
月
に
田
川
地
区
の
市
町

村
長
が
一
丸
と
な
っ
て
学
力
の
底
上
げ
、

田
川
地
区
の
教
育
環
境
の
改
善
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
、「
一
部

事
務
組
合
立
中
学
校
設
立
準
備
会
」が

発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
準
備
会
の
組
織

は
、
市
町
村
長
を
実
行
委
員
と
し
、
総

務
担
当
課
長
や
学
校
教
育
担
当
課
長
な

ど
の
専
門
部
会
、
各
市
町
村
の
担
当
職

員
で
準
備
室
は
構
成
さ
れ
て
い
て
、
週

に
一
度
会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
準
備
室
で
の
検
討
を
深
め

る
中
で
、
国
公
立
大
学
を
目
指
す
中
学

校
卒
業
生
の
受
け
皿
と
な
る
、
高
等
学

校
の
改
善
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
担
当
職
員
が
、

中
高
一
貫
校
の
先
進
地
で
全
国
的
に
前

例
の
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、

山
梨
県
の
甲
陸
高
等
学
校
や
佐
賀
県
の

早
稲
田
佐
賀
学
園
を
視
察
。
平
成
26
年

1
月
に
準
備
会
で「
一
部
事
務
組
合
立

中
学
校
の
基
本
事
項
に
か
か
る
検
討
結

果
報
告
書
」を
作
成
し
、
各
市
町
村
で

議
会
な
ど
へ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
の
内
容
に
関
し
て
は
、

福
岡
県
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
と
の
十

分
な
検
討
、
協
議
な
ど
が
必
要
と
な
る

も
の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
準
備

会
で
は
福
岡
県
・
福
岡
県
教
育
委
員
会

教
育
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
生
み
出
す

こちら町長室×教育改革

田川科学技術高等学校に
土木コースの導入を実現

第 2 回田川地区中等教育環境整備検討委員会

せ
ず
、
他
地
区
の
学
力
水
準
の
高
い
高

等
学
校
や
中
高
一
貫
教
育
校
に
進
学
す

る
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
田
川
地
区
は
生
徒
数
や
学
力
水
準

が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
保
護
者
の
所
得
格
差
が
子
ど
も
た
ち

の
受
け
る
教
育
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」と
い
う
課
題
も
同
時
に
あ
り
ま
す
。

　
「
田
川
地
区
中
等
教
育
環
境
整
備
検

討
委
員
会
」で
は
、
こ
の
状
況
が
続
く
と

田
川
地
区
の
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て

展
開
す
る
、
若
年
層
の
定
住
化
や
企
業

誘
致
、
将
来
発
展
な
ど
、
重
要
施
策
に

も
影
響
が
出
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
中
等
教
育
の
あ
り
方

や
田
川
地
区
の
実
情
に
即
し
た
新
た
な

魅
力
あ
る
中
等
教
育
環
境
の
整
備
を
目

指
し
て
、
教
育
改
革
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
土
木
コ
ー
ス
設
置
の
理
由
と
は

　
今
回
、
土
木
コ
ー
ス
の
設
置
に
踏
み

出
し
た
理
由
は
、
筑
豊
地
区
の
県
立
高

校
で
は
土
木
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
こ
と

と
、
田
川
地
区
で
の
土
木
技
術
者
の
高

齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
な
ど
を
改
善

す
る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
、
土
木
コ
ー

ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
選
択
肢
増
加
や
市
町
村
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
の
入
学
生
か

ら
、
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校
で
、
シ

ス
テ
ム
科
学
技
術
科
内
に
、
土
木
科
目

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
土
木

施
工
」、「
社
会
基
礎
工
学
」、「
土
木

製
図
」な
ど
が
学
べ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

田
川
地
区
が
一
丸
と
な
り
、
田
川
の
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
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学力調査と併せて実施された生徒質問紙の「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」の割合 
（全国差が 10 ポイント以上の項目を中心に記載）

質問

番号

※質問番号の赤数字は 3 校とも全国平均を下回る項目 
※緑数字は 3 校とも全国平均を上回る項目 
※白抜きは全国平均を上回る項目、ポイント

町内 
小学校 

％

全国 
％

全国との
差

町内 
中学校 

％

全国 
％

全国との
差

1 朝食を毎日食べていますか 86.1 95.5 -9.4 85.7 93.3 -7.6
2 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 60.5 80.1 -19.6 80.9 75.2 5.7
3 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 79.1 90.8 -11.7 90.5 92.3 -1.8
19 家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 60.5 79.2 -18.7 71.5 74.1 -2.6
20 家の手伝いをしていますか 72.1 82.8 -10.7 61.9 67.2 -5.3
21 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか 41.9 62.2 -20.3 26.2 48.4 -22.2
22 家で、学校の宿題をしていますか 95.3 97.0 -1.7 90.4 90.1 0.3
23 家で、学校の授業の予習をしていますか 30.2 43.3 -13.1 16.7 34.2 -17.5
24 家で、学校の授業の復習をしていますか 27.9 55.2 -27.3 28.6 51.0 -22.4
64 読書は好きですか 69.8 74.6 -4.8 54.8 69.9 -15.1
37 新聞を読んでいますか（週に１回以上）　※中３廊下には新聞を町費で置いています 11.7 24 -12.3 19.0 18.3 0.7
38 テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか（携帯電話やスマー

トフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む） 79.1 86.4 -7.3 66.7 87.4 -20.7
34 今住んでいる地域の行事に参加していますか 55.8 67.9 -12.1 47.6 45.2 2.4
35 地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか 48.9 70.6 -21.7 50.0 65.3 -15.3
36 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 23.3 36.2 -12.9 31.0 48.7 -17.7
6 自分には、よいところがあると思いますか 60.5 76.3 -15.8 50.0 69.3 -19.3
8 友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか 95.3 92.7 2.6 78.6 93.0 -14.4
9 将来の夢や目標を持っていますか 86 85.3 0.7 66.7 71.1 -4.4
41 人が困っているときは、進んで助けていますか 76.8 84.6 -7.8 85.7 83.8 1.9
43 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 90.7 93.8 -3.1 90.5 92.8 -2.3
56 １、２年生のとき（5 年生まで）に受けた道徳の時間では、自分の考えを深めたり、

学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか 76.7 77.6 -0.9 88.1 74.1 14.0 
44 「総合的な学習の時間」の勉強は好きですか 83.7 77.2 6.5 57.1 68.3 -11.2
45 「総合的な学習の時間」の授業で学習したことは、普段の生活や社会に出たときに役に立つと思いますか 81.4 83.2 -1.8 59.5 72.8 -13.3
46 「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいますか 44.2 65.4 -21.2 50.0 57.7 -7.7
29 あなたの学級では、学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のきまりなどを決めていると思いますか 95.3 81.8 13.5 88.1 78.4 9.7
30 学級会などの話合いの活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり、

折り合いをつけたりして話し合い、意見をまとめていますか 67.4 58.6 8.8 45.2 58.4 -13.2
33 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれますか 86.0 84.8 1.2 88.1 74.1 14.0 

47
１、２年生のとき（5 年生まで）に受けた授業では、先生から示される課題や、学
級やグループの中で、自分たちで立てた課題に対して、自ら考え、自分から取り組
んでいたと思いますか

55.8 77.8 -22.0 57.1 73.8 -16.7

50 １、２年生のとき（５年生まで）に受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解
決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか 60.4 75.7 -15.3 69.0 69.3 -0.3

52 １、２年生のとき（５年生まで）に受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考
えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していたと思いますか 41.9 64.2 -22.3 47.6 57.7 -10.1

54 １、２年生のとき（５年生まで）に受けた授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか 88.4 76.1 12.3 66.7 63.1 3.6
55 １、２年生のとき（５年生まで）に受けた授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・

ねらい）とまとめを書いていたと思いますか 97.7 87.9 9.8 90.5 76.8 13.7

59 生徒（友達と）の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする
ことができていると思いますか 55.8 68.3 -12.5 52.4 64.8 -12.4

61 国語の勉強は好きですか 53.5 58.3 -4.8 76.2 59.8 16.4
63 国語の授業の内容はよく分かりますか 81.4 80.7 0.7 88.1 74.1 14.0 
66 国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり，書いたりしていますか 60.4 67.0 -6.6 83.4 62.2 21.2
67 国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫していますか 60.4 62.3 -1.9 42.8 56.7 -13.9
69 国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいますか 65.2 78.1 -12.9 57.2 71.3 -14.1
71 数学の勉強は好きですか 76.8 66.0 10.8 50.0 56.0 -6
72 数学の勉強は大切だと思いますか 90.7 91.9 -1.2 64.3 80.5 -16.2
73 数学の授業の内容はよく分かりますか 83.7 80.2 3.5 50.0 69.4 -19.4
75 数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考えますか 76.7 81.0 -4.3 54.8 72.1 -17.3
76 数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか 69.8 67.4 2.4     31.0 41.9 -10.9
78 数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えますか 69.7 80.5 -10.8 57.1 69.0 -11.9
80 数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか 88.4 84.8 3.6 45.3 81.1 -35.8

　小学校６年生と中学校３年生を対象に文科省が 4 月に実施した「全国学力・学習状況調査」の結
果が公表されました。教育委員会と各学校では、昨年 6 月に小学校５年生と中学校２年生を対
象に福岡県教育委員会が実施した「福岡県学力調査」の結果をもとに、目標点を定め取り組んで
きましたので、経年変化と合わせてお知らせします。

　（Ａは基礎、Ｂは活用問題です。）
国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

県学テ 全国学テ 県学テ 全国学テ 県学テ 全国学テ 県学テ 全国学テ
平成 27 年度

小５
平成 28 年度

小６
平成 27 年度

小５
平成 28 年度

小６
平成 27 年度

小５
平成 28 年度

小６
平成 27 年度

小５
平成 28 年度

小６
町内 60.1 69.1 37.6 49.5 67.5 72.7 30.7 38.5
県 64.4 71.7 53.0 57.8 76.8 77.8 43.6 47.3

県との差 － 4.3 － 2.6 － 15.4 － 8.3 － 9.3 － 5.1 － 12.9 － 8.8
伸びたポイント数 1.7 7.1 4.2 4.1

全国 72.9 57.8 77.6 47.2

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ
県学テ 全国学テ 県学テ 全国学テ 県学テ 全国学テ 県学テ 全国学テ

平成 27 年度
中２

平成 28 年度
中３

平成 27 年度
中２

平成 28 年度
中３

平成 27 年度
中２

平成 28 年度
中３

平成 27 年度
中２

平成 28 年度
中３

町内 64.7 69.3 53.8 50.0 45.1 44.4 22.0 29.5
県 69.9 74.8 61.0 65.8 59.9 60.3 39.3 42.4

県との差 － 5.2 － 5.5 － 7.2 － 15.8 － 14.8 － 15.9 － 17.3 － 12.9
伸びたポイント数 － 0.3 － 8.6 － 1.1 4.4

全国 75.6 66.5 62.2 44.1

（　）は県差 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ
平成 28　中３ 69.3（－ 5.5） 50.0（－ 15.8） 44.4（－ 15.9） 29.5（－ 12.9）
平成 25　小６ 54.1（－ 9.1） 39.1（－ 10.0） 77.0（－ 0.2） 48.7（－ 10.0）

伸びたポイント数 3.6 － 5.8 － 15.7 － 2.9
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健全化判断比率 大任町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率

― 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財政
運営の深刻度を見る比率

― 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額などの大きさから
資金繰りの危険度を見る比率

14.２％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残額から将
来財政への圧迫度をみる比率

― 350.0％

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示

資金不足比率 大任町 経営健全化基準

資金不足比率
企業会計の資金不足割合から
経営状況の深刻度をみる比率

― ―

◉基金
～ 町の貯金は約 31 億円 ～

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のため
に活用する町の貯金で、大任町には８つの基金があります。平成
27 年度末、基金の合計は 31 億 2,418 万円になりました。

財政調整基金…………………‥…………………12 億 6,950 万円
特定農業施設管理基金… … … … … … … … … …６億 1,291 万円
地域振興基金（道の駅からの寄附金など）… … …７億　648 万円
その他基金……………………………………………５億 3,529 万円

◉地方債
～ 町の借金残高のうち実質負担分は約４割 ～

　年度を越えて元利を償還する借入金を地方債といいます。平成
27 年度末の地方債残高は、約 104 億円となりました。大任町の
場合、償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多
く、試算ではこの残高のうち約65億円の交付が見込まれています。

過疎対策事業債残高（交付税措置 70％）………62 億 9,697 万円
公営住宅建設事業債残高（交付税措置なし）……26 億 8,197 万円
臨時財政対策債残高（交付税措置 100％）………８億 2,567 万円
その他起債………………………………………　  ６億 8,892 万円◉健全化判断比率と資金不足比率

～ 大任町の財政は平成 27 年度も健全な状態 ～
　「健全化判断比率」とは、４つの指標（実質赤字比率・連結実質
赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）を言い「資金不足比
率」と同時に公表します。
　この指標は、町の財政状況が判断でき、財政破たんを未然に防
止し、早期に健全化に向けた財政対策を講じることが可能になり
ます。算定比率が「早期健全化基準」を超えると財政健全化計画
の策定を行い、自主的な改善努力をしなければなりません。
　平成 27 年度の決算から比率を算定し「早期健全化基準」と比
較すると、「早期健全化基準」を下回っているため、大任町の財政
は健全な状態ということがわかります。

◉特別会計
～ 国民健康保険事業特別会計の赤字が１億 2,575 万円 ～
　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されている特
別会計（水道事業会計のみ企業会計）では、国民健康保険事業特
別会計が１億 2,575 万円の赤字を出すかたちとなり、依然として
厳しい財政状況に直面しています。

特別会計 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業特別会計 ７億 4,717 万円 ８億 7,292 万円 △１億 2,575 万円

後期高齢者医療特別会計 6,620 万円 6,392 万円 228 万円

合計 ８億1,337 万円 ９億 3,684 万円 △１億 2,347 万円

水道事業会計 １億 2,043 万円 １億 4,126 万円 △ 2,083 万円

　平成 27 年度の決算についてお話ししたいと思います。
◉歳入歳出の概要
　ご覧のとおり歳出については義務的経費（支出の抑制が行いに
くい経費）の比率が高く、歳入は町税をはじめとする自主財源が
少なく、地方交付税や地方債などの依存財源に頼らざるを得ない
のが現状となっています。
　今後も、さらなる自主財源の確保や経費の節減、効率的な予算
執行に力を注ぎ、職員ともども積極的に行財政改革を行っていく
必要があります。
◉町の財政は赤字も資金不足もなく健全な状態
　平成 27 年度町では、花公園の整備、さらには、去年から引き
続き各地町道の整備および老朽化した町営住宅の建て替えを行っ
ています。このように多くの事業を行っておりますが、大任町の
一般会計では、約５億１千万円の黒字、特別会計では約１億２千
万円の赤字となり、全体では約３億９千万円の黒字決算となりま
した。
　また、表１のとおり赤字が発生していないのはもちろんのこと、
早期健全化基準と町の数字を比較しても基準を大きく下回ってお
り、財政が健全な状態ということがご理解いただけると思います。

表１ 大任町長　永原 譲二

平成 27 年度決算が議会で認定され
ました。歳出決算額は約 47 億円で、
歳入額に対し約５億１千万円の黒字
となっています。

◉歳入 52 億 1,889 万円

◉歳出 47億830万円

平成 27 年度 決 算

■地方交付税			   　　　  19 億 9,990 万円
■地方債				   　　　  ７億 9,989 万円
■国庫支出金				    ４億 9,748 万円
■県支出金				    ２億 4,837 万円
■地方消費税交付金等			   １億 5,545 万円

自主財源			    15 億 1,780 万円

依存財源			       37 億 109 万円

■繰入金　　　　　　　　　　　　　　　　６億 1,876 万円
■町税　　　　　　　　　　　　　　　　　３億 8,005 万円
■繰越金　　　　　　　　　　　　　　　　２億 1,281 万円
■使用料および手数料　　　　　　　　　　１億　978 万円
■ 寄附金　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,070 万円
■ 諸収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,505 万円
■分担金および負担金　　　　　　　　　　　　4,968 万円
■ 財産収入　　　　　　　　　　　　　　　　　2,097 万円

■公債費　　　　　　　　　　　　　　　　11 億 7,843 万円
■総務費　　　　　　　　　　　　　　　　10 億 4,521 万円
■民生費　　　　　　　　　　　　　　　　10 億 3,973 万円
■ 土木費　　　　　　　　　　　　　　　　５億 9,344 万円
■ 衛生費　　　　　　　　　　　　　　　　２億　139 万円
■教育費　　　　　　　　　　　　　　　　１億 9,797 万円
■農林水産費　　　　　　　　　　　　　　１億 9,590 万円
■ 消防費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9,979 万円
■諸支出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,943 万円
■議会費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,838 万円

■労働費・災害復旧費　　　　　　　　　　　  　　608 万円
■商工費　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　255 万円

一般会計歳入　
～ 町税収入は１割以下、依存財源が７割以上 ～

　町に入った一般会計の歳入は、52 億 1,889 万円で、その内訳は、
国や県に頼った依存財源が 71％、町でまかなう自主財源が 29％
となりました。
　歳入決算の特徴を見ていると、最も割合が高いものは、町の財
政力に応じて国から交付される「地方交付税」で、次に割合が高い

ものは、事業を行うときに借り入れる町の借金「地方債」となって
います。平成 27 年度は、過疎対策事業による道路整備や花公園
整備を行い、公営住宅整備事業に伴う住宅の建て替えも行ったた
め、歳入全体の約 20％を占めることとなりました。また「寄附金」
の中には、道の駅おおとう桜街道からのものも含まれています。

一般会計歳出
～本年度は５億１千万円の黒字～

　平成 27 年度に町が支出した一般会計の総額は 47 億 830 万
円で、約５億１千万円の黒字となりました。
　歳出の主なものとしては、町の借金を返済する「公債費」、児童
や高齢者、障害者の福祉などのため支出される「民生費」、道路
整備や公営住宅の建て替えを行う「土木費」などがあげられます。

自主財源（29.0％）

依存財源（71.0％）

（  ）内は構成比
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全力を尽くした大任小体育会

　

10
月
２
日
、
大
任
小
学
校

と
今
任
小
学
校
で
体
育
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
任
小

学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
全

力
！ 

協
力
！ 

つ
か
め
！ 

笑

顔
の
金
メ
ダ
ル
」。
今
任
小
学

校
は
、「
光
輝
き
炎
の
よ
う
に

熱
く
な
る
体
育
会
」。

　

両
小
学
校
の
児
童
は
、
目

標
を
持
ち
、
最
後
ま
で
全
力

を
尽
く
し
て
、
か
け
っ
こ
や
リ

レ
ー
、
応
援
合
戦
や
ダ
ン
ス
な

ど
に
挑
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
晴

れ
舞
台
を
見
よ
う
と
、
朝
早

く
か
ら
多
く
の
保
護
者
が
会

場
に
か
け
つ
け
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
あ
ふ
れ
る
姿
を
カ
メ
ラ

に
収
め
て
い
ま
し
た
。
両
小
学

校
の
児
童
た
ち
は
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
見
事
な
体

育
会
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

１. 赤組、白組を代表して力いっぱい選手宣誓　２.３. 綱
を力いっぱいに引き合う児童たち　４. 開会式であいさ
つの言葉を述べる永原譲二町長　５.６. 絶対に勝つぞ～
と気持ちのこもった応援合戦　７. 見る人を魅了した５，
６年生による演技　８.白熱したアンカー対決　９. 息の
あった演技で見事なダンスを披露した３，４年生

今任小体育会で魅せた成長の輝き

１. 赤組、白組ともに最後まで全力を尽くすことを誓っ
た選手宣誓　２.３. 互いの健闘を祈って「フレー！ フ
レー！」　４. 赤組絶対勝つぞ～　５. 男女協力してゴー
ルを目指す　６. 親子で協力して大玉を運ぶ思い出の１
ページ　７. 高学年が一致団結して心のこもった演技
を披露　８. 最後まで全力でゴールを目指すアンカー　
９. 両組の先頭に立ち引っ張った最高の応援団

２３

５６７

９

２３４

７８

５

９

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

筑
豊
の
魅
力
を
福
岡
市
の
天
神
で
発
信平成

28
年
度
筑
豊
フ
ェ
ア
を
開
催

▼大任町の特産品を試食などを通じてＰＲ

　10月１日、天神中央公園で筑豊フェアが開催
され、会場には各町村の特産品が並びました。
　大任町はニンニク球やゆずごしょうなどの特産
品を販売。今年は、町のイメージキャラクターで
あるしじみの「大ちゃん」・「花ちゃん」のキーホル
ダー作り体験も行いました。今後も、町村フェア
などに参加し、町の魅力をＰＲしていきます。

▼迫力のある演技で会場を盛り上げた田川創作炭坑節ＣＤＲ21

九
州
に
も
広
ま
る
花
と
し
じ
み
の
里

大
任
町
商
工
会
が
主
催
の
第
30
回
し
じ
み
祭
り

▼多くの子どもたちが川に入り、しじみを掘っていました

　10月16日、水辺公園でしじみ祭りが開催されま
した。会場となった水辺公園には、商工会女性部
による「しじみ汁」をはじめ、猟友会のしし鍋、お
おとうニンニク食品によるニンニク球、竹細工の
体験などたくさんの出店が並びました。また、ラ
ムネの早飲み大会や大縄飛び、わくわく抽選会な
どにも多くの人が参加し、会場は盛り上がりました。

▼昨年は準優勝、そして今年は見事優勝！ 飛んだgirls

１

４

８

１

６

元気いっぱい大任町介護予防教室

　大任町では、月に数回、講師の先生など
を招き介護予防教室を開催しています。
　この教室は、元気な人は現在の状態を維
持できるように、また、外出を控えめがち
な高齢者の生活を改善し、行動範囲を広げ
てもらうことを主な目的としています。今
後も町では、高齢者に元気でいてもらえる
よう、多くの活動に取り組んでいきます。
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

踏
み
出
し
た
第
一
歩

福
岡
県
主
催
の
事
業
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の
翼

　本町に在住する沖島由季さん（峰）がアンビシャ
スの翼に参加し、アメリカのカリフォルニアで電気、
ガス、水道のない生活を2週間体験しました。沖
島さんは「言葉が通じず、不安になるときもあった。
しかし、一生懸命に話していると少しずつ伝わる
ようになり、この研修で、伝えようとする気持ちの
大切さ、人の優しさを学んだ」と話してくれました。

▼アンビシャスの翼に参加し、多くの経験をした沖島由季さん

夏
休
み
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ

宝
く
じ
助
成
事
業「
世
界
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
展
」

事
故
の
少
な
い
町
を
目
指
し
て

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

　7 月 23 日から 9 月19 日までふるさと館おお
とうで開催された世界のカミキリムシ展には計
3,153 人が来場しました。展示協力者の 1 人に
今回の展示会の感想を聞いたところ「日本と世界
のカミキリムシを比較することができ、それを多
くの人に見てもらえたことがとても良い思い出に
なった」と話してくれました。

　９月21日、大任町で秋の全国交通安全運動が
行われました。
　この運動は、交通ルールの遵守や正しい交通マ
ナーの習慣付けや道路交通環境の改善に向けた
取り組みを推進し、交通事故防止の徹底を図るこ
とを目的として行われています。これからも、町
は事故の少ない町を目指していきます。

▼宮崎 能
あとう

さん、渡邉高
たか

久
ひさ

さん、竹下 富
ゆたか

さん、森 高
たか

樹
き

さん

▼道の駅（もみじ館）の前で交通安全を呼びかける役場職員

生
命
を
守
る
防
火
防
災

住
宅
防
火
防
災
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

魚
食
に
親
し
む
機
会
と
な
っ
て
ほ
し
い

魚
の
さ
ば
き
方
教
室
を
開
催

　９月 24 日、福岡県立大学で消防庁主催の住宅
防火防災推進シンポジウムが行われ、家族連れ
や田川地区の消防団など多くの人が訪れました。
　このシンポジウムは、住警器や防炎品などの普
及を図り、地震対策を含めた住宅防火防災対策
の推進を目的として開催されていて、参加者は「防
災に対する意識が向上した」と話していました。

　10 月５日、大任町役場の調理室で魚のさばき
方教室が行われました。この教室は、筑豊鮮魚買
受人協同組合の協力のもと、魚食の魅力を感じて
水産物の消費拡大を図ることを目的として行われ
ました。さばいた新鮮なブリやイカ・アジなどは、
にぎりずしなどにして試食し、参加者たちは魚食
のおいしい味を実感しました。

▼命を救うための処置を参加者に披露する救急隊員

▼丁寧な魚のさばき方の説明に興味を持つ参加者

囲
碁
愛
好
家
同
士
の
名
勝
負

大
任
町
公
民
館
で
囲
碁
大
会

▼試行錯誤を繰り返しながら囲碁を楽しんでいました

　９月25日、大任町公民館で囲碁大会が開催さ
れました。この大会には、町内の囲碁愛好家5人
が参加。総当たり戦を行い、初秋の一日を囲碁ざ
んまいで過ごしました。結果は、浦野正信さん、
数山陽一さんが3勝１敗と並びますが、敗目数の
少ない人が上位となるルールのため、浦野さんが
新春囲碁大会に続いての連覇を果たしました。

６

 第 17 回大任町町長杯いきいき囲碁大会
■とき　11月13日日　8時30分受付　9時開始
■ところ　大任町公民館和室2階
■大会運営　大任町囲碁大会　協賛 田川政策研究会
■賞品　参加賞は全員での抽選にて決定
■参加資格　大任町在住者（小学生以上）
■参加費　1,000円（弁当代、お茶代、通信費など）
■申し込み　当日会場で受付
問西藤 嶺   ☎63・4321

　
相
続
や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記
登
録
、

消
費
者
問
題
な
ど
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
会
場
で
無
料

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き　
11
月
26
日
㈯
10
時
～
13
時

■
と
こ
ろ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル（
研
修
室
）

■
申
し
込
み
先　

筑
豊
京
築
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

予
約
電
話
番
号　
44
・
２
５
３
０

事
前
予
約
者
優
先（
定
員
の
12
組
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

■
受
付
時
間　
平
日
10
時
～
16
時

■
主
催　

福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

■
協
力　

大
任
町

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

☎ 

45
・
３
９
９
６

あ
な
た
と
歩
む
、
無
料
法
律
相
談
会

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金

な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年

の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族（
お
子
様
な
ど
）の

負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
書
証
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。（
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
へ
は
、
翌
年

の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ

チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

　

就
職
に
関
す
る
相
談
、
仕
事
・
保
育

情
報
な
ど
の
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
24
日
㈭
10
時
～
12
時
30
分

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道（
も
み
じ
館
）

■
相
談
料　

無
料　
※
予
約
不
要
。

問
福
岡
県
子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー

☎ 

０
９
４
８
・
22
・
１
６
８
１

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

大
任
町
表
装
教
室
で
は
、
11
月
9
日

か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
添
田
町
英
彦
山

花
公
園
駅
で
「
趣
味
の
表
装
展
」
を
開

趣
味
の
表
装
展
を
開
催

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

催
し
ま
す
。
家
族
や
友
達
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
９
日
㈬
～
22
日
㈫　
10
時
～
17
時

（
22
日
は
13
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

添
田
町
英
彦
山
花
公
園
駅

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
こ
さ
ん

問
大
任
町
公
民
館　

☎ 

63
・
２
２
４
２
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 指名手配被疑者の検挙にご協力ください！
　平成28年８月末現在、全国の警察から指名手配されてい
る人は、約730人います。
　警察では、11月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を
行うこととし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいきま
す。指名手配被疑者によく似た人を見かけたといった情報
など、わずかなことでも結構ですので、警察に通報してい
ただくようお願いします。
問田川警察署  ☎42・0110

Information
税を考える週間

テーマは「くらしを支える税」

　「税を考える週間」は、国民生活に深いか
かわりを持っている税について、その意義

（必要性）や役割（使途）、税務行政の現状を
分かりやすく説明し、国の基本となる税に
対する理解を深めてもらうことを目的として
設けられているものです。国税庁では、毎
年11月11日から17日を「税を考える週間」
として、国税庁ホームページで多くの情報
を提供しています。
※詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
https://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/
pamph/koho/campaign/h26/Nov/03.htm
問田川税務署  ☎44・0430

あなたの手で守りたい人がいる
自衛官採用試験案内

自衛官候補生（男子）採用試験案内
■種目　自衛官候補生（男子）
■とき　11月26日土
■ところ　小倉駐屯地（北九州市）
■受験資格　日本国籍を有する18歳以上～ 27歳未満の男子。
■受付期限　11月16日水まで
■資格年齢　平成29年4月1日現在の年齢

陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験案内
■種目　高等工科学校生徒（一般採用）
■とき　平成29年１月21日土
■ところ　飯塚研究開発センター（飯塚市）
■受験資格　日本国籍を有する15歳以上～ 17歳未満の男子。
■受付期限　平成29年1月6日金まで
■資格年齢　平成29年4月1日現在の年齢
※詳しくはお問い合わせください。
問自衛隊福岡地方協力本部　飯塚地域事務所　　
　☎0948・22・4847

 印鑑登録証明書の発行までの手順
　印鑑登録証明書の発行には、印鑑登録証が必ず必要とな
ります。代理人でも委任状はいりません。
　本人が登録印を持参しても、印鑑登録証の提示がないとき
は、印鑑登録証明書を発行することはできません。また、申
請書には本人の住所、氏名、生年月日を正確に記入しないと
発行できません。
※交付のときは登録印は必要ありません。
問住民課 戸籍係  ☎63・3003

　大任町では、福岡県及び県内市町村と連携し、個人住民税をはじ
めとする地方税の徴収率の向上と滞納の縮減を図るため、12月を「県
下一斉徴収強化月間」と位置づけ、県下一斉に広報による納税推進、
滞納者に対する催告の強化、差し押さえやタイヤロック、捜索等の滞
納処分の強化など様々な徴収対策に取り組みます。
　この機会に、納め忘れの税金がないか確認しましょう。

〈大任町の取り組み〉
 一斉催告、差し押さえ・タイヤロック・捜索など滞納処分の強化
 不動産合同公売会
 （平成28年12月21日水飯塚・直方県税事務所内）
問税務課  徴収係 ☎63・3002（内線111）

税ってなんだろう?

税の役割って？

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
情
報
が
満
ち
溢
れ
た
現
代
。
今
、

子
ど
も
た
ち
は
何
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
町
内

小
中
学
校
の
８
人
の
児
童
・
生
徒
が
、
日
ご
ろ
抱
い
て
い
る
思
い
や
、
多
く
の

人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
を
、
飾
り
気
の
な
い
自
分
の
言
葉
で
主
張

し
ま
す
。
さ
あ
、あ
な
た
も
子
ど
も
た
ち
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

12
月
10
日
㈯ 

受
付 

９
時
30
分
～

第
29
回
少
年
の
主
張
大
会

問
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
係

☎
63
・
３
１
１
０

今任小５年

崎
さきした

下 未
み く

來さん

今任小６年

吉
よしかわ

川 飛
つ ば さ

翔さん

大任小５年

上
う え の

野 柚
ゆ ず き

姫さん

大任小６年

福
ふくたか

高 迦
か の ん

苑さん
、

大任中１年

黒
く ろ だ

田 航
こうせい

誠さん

大任中１年

藤
ふ じ た

田 倫
り ん た ろ う

太朗さん

大任中２年

山
やまはし

橋 美
み さ き

咲季さん

大任中２年

重
しげおか

岡 優
ゆ づ き

月さん

12月は「ＳＴＯＰ滞納！！県下一斉徴収強化月間」です　　　　　

 宝くじ助成事業
　（一財）自治総合センターでは、コミュニティー活
動の充実・強化および宝くじの普及広報活動の一環
として、コミュニティー助成事業を行っています。こ
の事業を活用し、本年度大任町では消防団に配備す
る装備品の整備を行います。
※整備内容　救助用ボート２艇および付属品・救命
胴衣50着・チェーンソー２台
問総務企画財政課 防災係  ☎63・3000



No.47

●種　属　ハシラサボテン亜科エキノプシス属
●原産地　南米
●特　徴　本種は交配種である。直径８センチく
らいのピンク色の花が咲く。交配種は数が多く、
色とりどりのお花が多く咲くのが特徴である。
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

エ
キ
ノ
プ
シ
ス
交
配
種

●特　徴　サボテンは色とりどりのお花が咲く。お花
が開花したのち、受粉したものは、花の根元が膨らんで
くる。膨らんだものが実で、その中にゴマ粒のような黒
色の種が入っている。種から育てることを実生という
が、大きくなるまでに種類によっては数十年かかるもの
もある。
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055
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大任町地域
包括支援センターの

介護福祉講座

高齢者に目立つ
新型栄養失調

　

歳
を
重
ね
れ
ば
誰
し
も
が
、
皮
膚
が

乾
き
、
背
が
縮
み
、
背
や
腰
が
曲
が
っ

て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
老
化
が
進
む
の
が
当

た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
最
近
は
そ
の
老
化
し
て
い
く
ス

ピ
ー
ド
を
で
き
る
だ
け
ゆ
る
や
か
に
す

る
研
究
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
い
て
、

近
ご
ろ
は
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

で
は
こ
の
老
化
を
少
し
で
も
防
ぐ
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
大
切
な
こ
と
の
一
つ
と
し
て
食
生
活

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
少
し
前
ま
で
の
高

齢
者
の
食
事
と
言
え
ば
、
魚
中
心
の
粗

食
が
良
い
と
さ
れ
、
肉
や
脂
は
敬
遠
さ

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
老

い
を
感
じ
さ
せ
な
い
人
の
食
生
活
を
見

て
み
る
と
、
意
外
に
も
肉
を
食
べ
る
人
が

多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

逆
に
肉
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
人
は
、

動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
て
い
る

「
新
型
栄
養
失
調
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
て
、

実
に
75
歳
以
上
の
２
人
に
１
人
が
当
て

は
ま
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
の
不
足
が

老
化
を
加
速
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
だ
っ
た

の
で
す
。
し
か
し
、
肉
ば
か
り
で
は
別
の

弊
害
が
起
こ
る
原
因
と
な
る
の
で
、
肉

と
魚
は
1
対
1
の
バ
ラ
ン
ス
を
心
掛
け

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
副
菜
や

汁
物
な
ど
で
そ
の
他
の
栄
養
素
も
バ
ラ

ン
ス
良
く
と
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ま
た
肉
に
も
、
牛
、
豚
、
鶏
な
ど

多
く
の
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
も
偏
る
こ

と
な
く
食
べ
る
の
が
大
切
な
の
で
す
が
、

特
に
高
齢
者
に
向
い
て
い
る
の
は
豚
の
ヒ

レ
肉
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
疲
労
回

復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
、
他
の
食

材
と
比
べ
て
も
と
て
も
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
て
、
脂
肪
や
カ
ロ
リ
ー
が
控
え
め
な
方

が
高
齢
者
に
は
優
し
い
よ
う
で
す
。

　

メ
タ
ボ
が
心
配
さ
れ
る
40
代
50
代
に

は
も
っ
と
魚
を
、
そ
し
て「
新
型
栄
養
失

調
」が
心
配
さ
れ
る
高
齢
者
の
人
に
は

も
っ
と
肉
を
食
べ
る
と
い
っ
た
意
識
づ
け

が
生
活
習
慣
病
や
老
化
の
予
防
に
な
り

ま
す
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　
今
月
号
は
、
ふ
る
さ
と
館
に
収
蔵
さ
れ
、

今
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
黒
電
話

や
電
話
に
ま
つ
わ
る
話
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。

　
電
話
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
今
は
身
近
で
、
１
軒
に
１

台
、
携
帯
電
話
ま
で
含
め
る
と
１
人
に
１
台

の
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
９
年
（
１
８

７
６
）
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ル
が
発
明
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
大
正
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
普

及
し
ま
し
た
。
当
初
は
近
く
ま
で
の
通
話
の

み
可
能
で
、
遠
距
離
の
通
話
が
可
能
と
な
っ

た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

　
大
任
町
で
電
話
が
使
わ
れ
始
め
た
の
は
、

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
の
こ
と
で
す
。
当

時
は
役
場
、小
学
校
な
ど
３
台
の
み
で
し
た
。

　

電
話
の
普
及
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

で
、
普
及
す
る
ま
で
は
、
町
内
の
み
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
有
線
電
話
が
一
般
的
で
し
た
。

　
大
任
町
で
は
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
に

農
協
が
開
設
し
、
最
盛
期
に
は
大
任
町
の
40

パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
に
普
及
し
ま
し
た
が
、

昭
和
50
年
ご
ろ
に
一
般
電
話
に
役
目
を
引
き

継
ぎ
、
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
は
電
話
同
士
で
気
軽
に
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
交
換
手
を
と
お
し

て
、
相
手
の
番
号
を
言
い
、
電
話
を
取
り
次

電
話
の
話
に
つ
い
て

第 129 話

い
で
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
機
械
が
自

動
的
に
つ
な
い
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
交
換
手
の
仕
事
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
す
る
電
話
機
は
、
い
わ
ゆ
る
黒

電
話
で
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
も
の
で
し
た
。
昭

和
27
年
（
１
９
５
２
）
に
日
本
電
信
電
話
公

社
に
よ
っ
て
提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初

は
黒
色
の
み
で
し
た
が
、
後
に
は
グ
リ
ー
ン

や
ア
イ
ボ
リ
ー
と
い
っ
た
色
の
も
の
も
使
わ

れ
だ
し
ま
し
た
。　

　

昭
和
60
年
代
に
な
る
と
、
ダ
イ
ヤ
ル
を

回
さ
な
く
て
も
い
い
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の
電

話
い
わ
ゆ
る
プ
ッ
シ
ュ
フ
ォ
ン
や
電
話
機
を

も
っ
た
ま
ま
、
移
動
で
き
る
コ
ー
ド
レ
ス
の

も
の
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
黒
電
話
は
、
本
体
、
受
話
器
と
も
重
い
の

が
特
徴
で
す
。
受
話
器
を
取
っ
て
、
ダ
イ
ア

ル
を
指
止
め
の
あ
る
位
置
ま
で
回
し
た
ら
放

し
、
時
計
回
り
に
ジ
ー
コ
ジ
ー
コ
と
音
を
さ

せ
な
が
ら
、
か
け
て
い
た
の
が
な
つ
か
し
く

思
え
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
黒
電
話

▶
プ
ッ
シ
ュ
フ
ォ
ン
式
電
話
機

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
　

　鉄分が不足する鉄欠乏性貧血の原因
は月経量が多い、子宮筋腫、胃・十二
指腸潰瘍、大腸がん、痔による出血な
どがあります。最近では、無理なダイ
エットなどによる女性の貧血が増えて
います。
症状としては？
　疲れやすい、めまいや動

どう
悸
き

、息切れ、
立ちくらみ、顔色が悪いなどの症状が
少しずつあらわれてきます。
予防としては？
①鉄分を多く含む食品をとりましょう。
②鉄と相性のいい、ビタミンCを一緒に
とるようにすると効果的です。

貧血の多くは、鉄欠乏性貧血で
す。赤血球内には、ヘモグ

ロビン（血色素）がありますが、これは
体内の細胞や組織に酸素を運ぶ役割が
あります。鉄分が不足すると、ヘモグロ
ビンが減少し、体内が酸欠状態になり
ます。今回はそんな貧血についてです。
原因としては？
　大きな原因としては①ヘモグロビン
の材料となる鉄分不足。②骨髄が血液
をつくることができない。③体のどこ
からか出血している。などがあります。

栄養バランスを考えた食事をしましょう
いきいき
国保

鉄分が不足すると体内が酸欠状態になっておこる貧血

③貧血と知らせる症状を自覚して検査
を受けましょう。
④栄養バランスを考えた食事をとり、
体に十分な栄養をとり入れ、貧血を遠
ざけるなどがあります。
　以上のように、慢性的に出血させる
病気が貧血の原因となる場合もありま
す。また、自分では、気がつかないほ
どの少量の出血であっても長期間続く
ことで貧血になることもあります。日
頃から、栄養バランスを考えた食事の
摂取を心がけましょう。
問住民課 国保係　☎63・3004
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道徳教育研究発表会に向けて

▼しじみ祭りなどのイベントを通じて、子どもや町民の皆さんに楽しんでもらいたい

活動を通じ人と人とをつなぎたい
　「人とのつながりを大切にしたい」と話すのは、12年
間大任町商工会で田川地区発展のために尽力している
山本慎也さんです。
　現在、山本さんは田川郡商工会青年部連絡協議会会
長・大任町商工会青年部部長として活動をしていて、主
にしじみ祭りや夏祭りでの出店、筑豊地区などでのイ
ベント活動に取り組んでいます。
　イベントを企画する上で心がけていることは「第一に
子どもたちが楽しめる場を作ること。そして、子ども
たちだけでなく参加者全員で楽しむことができ、また
来たいと思ってもらえるイベントにすることですね」と
話していました。

　最後に商工会を12年間続けられている理由を聞くと
「自分たちが開催するイベントを楽しみにしてくれてい
る人たちがいる。そしてイベントを開催したときには、
多くの人が参加し、笑顔があふれ、人と人とがつながっ
ていくことを実感できる。こんな経験をできるのは商
工会だからこそと僕は思うからです。だから続けられ
ているのだと思います」と思いを語ってくれました。

山本 慎也さん（桑原）

クローズ・アップ

−田川のさらなる発展のために− vol .121

11月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

一般書
●筑豊の昭和　　　　　　　　　　　　　山田恭幹　　著
●追悼・水木しげる　　　　　　　　　　水木しげる　著
児童書
●ママのスマホになりたい　　　　　　　のぶみ　　　著
●クークーグーグー　　　　　　　　　   たなかしん　著

ＤＶＤ
●ビリギャル　　　　　　　　　　 　  　有村架純など出演
●寄生獣　　　　　　　 　　　　　　　  染谷将太など出演
●バケモノの子　　　　　　　　　　宮﨑あおいなど 声出演
●シザーハンズ　　　　　　　　 ジョニー・デップなど 出演
CD
●私だけのドリカム　　　　　     DREAMS COME TRUE
● KYARY PAMYU PAMYU KPP BEST　きゃりぃーぱみゅぱみゅ
●シン・ゴジラ音楽集　　　　　　　　　　　　  鷺巣詩郎

大 校学任中

　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。次回の締め切りは11月18日金です。

教 育 信通

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ 3 ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 １ ２ ３

　本年度、大任町の小中学校では「福岡県道徳教育推進事業」の
委託を受けています。【言語活動を重視した指導】を研究課題に掲
げ、『考えの違いから自己の生き方を深める子どもの育成～思い
の視覚化をはかり、主体的に表現する活動を通して～』を研究主
題として３校とも研究に取り組んでいます。
　11月１日火の本番に向けて、９月23日金に授業研修会を開き、
協議会を行いました。２学期に入って導入された電子黒板を活用
しながら、全学級で道徳の授業が活発に実施されました。
　子どもたちの道徳的実践力を培うために、道徳の授業は非常に
重要です。研修会では、生徒達は自分の考えを様々な形で表現し
ていました。このまま生徒たちの心もまっすぐに成長してほしい
と願っています。

問教育委員会 教育課 学校教育係 ☎63・3110
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◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com/）

●恋活パーティー

　11月27日日　10時30分～ 14時30分
　ラピュタファーム
　20歳以上の独身男女が対象。　参加費2,000円
　定員は男女10人ずつ。
　※定員に達した場合は、抽選となります。
　申込み：川崎町のホームページから申込書をダウン
　ロードできます。また、電話でも申込みできますの
　で11月18日金までに川崎町役場に申込みください。

　問川崎町役場 企画情報課　☎72・3000
◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●アーティストの反骨精神「沸点」
　11月18日金～ 12月25日日　（毎週月曜日休館）
　9時30分～ 18時30分（入館は18時まで）
　田川市美術館
　料金：一般1000円、高大生800円、小中生400円
　※毎週土曜日は高校生以下無料

　内容�：グラフィックデザイナー松永真氏によるポス
ターデザイン。強烈なインパクトを与えるポス
ターは「反骨」がテーマの本展を象徴するデザ
インである。

　問田川市美術館　☎42・6161
◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●英彦山男魂祭　11月13日日　11時～ 15時30分　

　深倉園地
　内容�：絶景広がる深倉園地で楽しいイベント盛りだ

　くさん。旧英彦山中学校から無料送迎バスが
　出ます。

　問添田町役場 まちづくり課 観光係　☎82・1236

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp/）

●福智町ＲＣ ＪＡＭ 2016　
　11月12日土　10時～ 14時
　11月13日日　８時～ 16時
　金田体育館（金田駅裏）
　内容�：九州震災復興電動ラジオコントロールカー選

　手権。福智町の特設コースで熱い戦いが繰り
            広げられます。
　問RC JAM 事務局　☎28・4100

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

（平成 28 年９月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,783 人  （－７）    695 人（－ 3） 2,478 人（－ 10）
女 1,739 人（－ 16） 1,095 人（＋ 1） 2,834 人（－ 15）
計 3,522 人（－23） 1,790 人（－ 2） 5,312 人（－ 25）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,504 世帯（－ 5）

　

今
月
の
表
紙
は
、
西
白
土
の
菅
原
神

社
に
あ
る
イ
チ
イ
ガ
シ
で
す
。
地
元
の

人
か
ら
は
、「
イ
チ
カ
ッ
ポ
」
の
名
称
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

　
び
り
～
と
嫌
な
予
感
。
お
尻
を
見
る
と

ズ
ボ
ン
が
破
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
昔
は
、
や
せ
て
い
た
は
ず
の
わ
た
し
。
最

近
は
、
お
腹
に
脂
肪
が
つ
き
、
体
重
が
増
え

る
ば
か
り
。
そ
ん
な
わ
た
し
、
つ
い
に
60
キ

ロ
を
目
指
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
特
盛

り
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
卒
業
し
ま
し
た
。（
勇
輝
）

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    ９件（69 件）
●人身事故    ０件 （20 件）
●死亡者数    ０件 （  0 件）
●負傷者数    ０件 （26 件）

（　）内は平成 28 年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（９月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

 11月行事予定表 霜月
日 月 火 水 木 金 土

30 31 １ 古典の日 ２ ３ 文化の日 ４ ５ 津波防災の日

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

心配ごと相談
(人権 ･行政相談あり)

【第３研修室 10時〜12時】

第39回大任町
総合文化祭
(芸能発表)

【レインボーホール
10時〜 14時】

(作品展示)
【B＆G体育館 

10時〜 17時】

第39回大任町
総合文化祭
(作品展示)

【B＆G体育館 
９時〜 14時】

総合健診
(事前予約者のみ)

【大任町役場８時30分～】

大任小土曜授業
親と子の音楽会

【大任小体育館 ９時50分～】

６ ７ 立冬 ８ ９ 119番の日 10 技能の日 11 介護の日 12
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

大任町女性
スポーツ大会

【B＆G体育館 18時開会式 
18時30分試合開始】

13 14 15 七五三 16 17 18 土木の日 19 食育の日

今任小６年
和の心（生け花）

【14時〜 15時35分】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

大任小６年
和の心（生け花）

【14時05分〜15時40分】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

市町村対抗
駅伝大会壮行会

【研修室 17時30分開会】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

秋季花植え
【レインボー ホール9時～】

20 家族の日 21 22 小雪 23 勤労感謝の日 24 25 26
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

読書週間イベ
ント
( 読み語り＆ワーク
ショップ )

【レインボーホール図
書室 13時30分〜15時】

27 28 29 30 １ ２ 場 所
田川市郡合同
暴力追放大会

【田川文化文化セン
ター 14時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

県駅伝練習
毎週火曜日・15日練習終了

【町民グラウンド 17時30分〜】

３日（木・祝）
●開会式　９時 30 分～　レインボーホール
●芸能発表　10 時～ 14 時　レインボーホール
●作品展示　10 時～ 17 時　Ｂ＆Ｇ体育館
●お茶席（有料）　10 時～ 15 時　Ｂ＆Ｇ体育館
４日（金）
●作品展示　９時～ 14 時　Ｂ＆Ｇ体育館

主 催 大任町文化連盟

後 援 大任町・大任町教育委員会
問大任町役場 教育課 社会教育係　☎63･3110

※駐車場は、レインボーホールの社会福祉協議会側、ふるさと
館おおとう、サボテンハウスなどをご利用ください。
3日は駐車場が込みますので乗り合わせのご協力お願いします。

11 月３日㊗・４日金

11月９日水～15日火
秋の火災予防週間

20日日
第３回市町村対抗
「福岡駅伝」大会

（筑後広域公園）
8時40分受付　10時開会式
12時スタート　15時閉会式

10日木～ 12日土
大任中修学旅行

14日月～ 18日金
大任中授業参観週間

17日木～ 18日金
今任小６年修学旅行

28日月～ 30日水
大任中期末考査
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住みやすい町を作るために町長と 11 人の議員が考える

おおとう
　　議会報告

2016

９
輝きに満ちた町を目指して

記
  ９月	９日	 議会本会議（出席者 10 名、欠席者１名）
		  （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
		  総務常任委員会（大任町議会の議決に付すべき事件に関する条例の制定について
　　　　　　等の審査）
	 12 日	地域振興常任委員会（大任町し尿・じん芥処理施設建設事業特別会計条例の制定につ
　　　　　　 いて等の審査）
	 13 日	議会本会議（出席者 10 名、欠席者 1 名）
	 　　  （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

永原譲二 町長 米丸年一 議長 毛利英文 副議長 坂本年行 議員 佐々木次男 議員

次谷隆澄 議員 丹村咲男 議員 田中良幸 議員 永原髙文 議員 奥永明正 議員

松下太 議員

宮本孝一 議員

議 会 本 会 議 平成 28 年 9 月定例会が 9 月 9 日から
13 日までの５日間で開会されましたので、
その審議内容と結果をご報告いたします。

 ( ９日 ) の審議経過

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議
員
に

は
5
番
、
佐
々
木
次
男
君
及
び
６
番
、

次
谷
隆
澄
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

（
全
員
異
議
な
し
で
、
９
月
９
日
か
ら
９

月
13
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と
に

決
定
）

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

〇
請
願
書
並
び
に
陳
情
書
の
提
出
は
あ

り
ま
せ
ん
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
７
月
４
日
「
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
田
川
地
区
広
域
政
策

協
議
会
の
設
立
に
つ
い
て
外
4
件
の
協

議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
７
月
８
日
「
田
川
地
域
国
道
整
備
促

進
期
成
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
道
２
０
１
号
・

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
並
び
に

主
要
地
方
道
田
川
直
方
線
の
延
伸
整
備

の
促
進
に
つ
い
て
、
九
州
地
方
整
備
局

並
び
に
福
岡
県
土
整
備
部
へ
の
要
望
活

動
で
あ
り
ま
し
た
。

○
７
月
21
日「
主
要
地
方
道
八
女
香
春
線

国
道
昇
格
促
進
期
成
会
通
常
総
会
」
出

席
。

　

そ
の
内
容
は
、
議
案
第
1
号
、
平
成

27
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
外
5
件
の

協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
７
月
28
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
議
会
第
2
回
定
例
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
承
認
第
2
号
、
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
度
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
）外
4
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
し
ま
し
た
。

○
８
月
１
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議
長

会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
平
成
27
年
度
事
業
報

告
、
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
外
2
件

の
協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し
た
。

○
８
月
５
日
「
田
川
地
区
広
域
政
策
協

議
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
田
川
地
域
共
通
の
課

題
と
各
関
係
市
町
村
が
連
携
し
た
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
解
決
方
法
に
つ
い
て

協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
立

準
備
会
が
開
会
。
終
了
後
、
第
１
回
協

議
会
が
開
会
さ
れ
定
住
自
立
圏
構
想
に

つ
い
て
外
３
件
を
協
議
し
閉
会
し
ま
し

た
。

○
８
月
24
日
「
田
川
地
域
国
道
整
備
促

進
期
成
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
道
２
１
０
号
、

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス
の
建
設
促
進
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活
動
で

あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
（
委
員
長　

松
下 

太
）

○
９
月
定
例
会
に
向
け
て
の
議
会
運
営

委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て

は
、
議
長
の
提
案
の
と
お
り
９
月
９
日

か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と

で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
議
案
は
、議
案
第
38
号
「
大

任
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
か
ら
、

同
意
第
５
号
「
大
任
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
」
ま
で
の
12
議
案
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ

と
に
決
定
致
し
、
認
定
第
１
号
「
平
成

27
年
度
大
任
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」
並
び
に
同
意
第
５

号
「
大
任
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
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「
住
宅
供
給
公
社
」に
つ
き
ま
し
て
の
素

案
が
、
出
来
次
第
、
議
会
の
全
員
協
議

会
に
て
、
よ
り
具
体
的
に
協
議
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
、
大
任
町
に
有
効
な

企
業
の
誘
致
等
を
含
め
、
研
修
を
重
ね

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
年
行
）

○
７
月
８
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
平

成
28
年
第
２
回
福
岡
県
田
川
地
区
消
防

組
合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
９
号「
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
」は
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車（
Ⅰ
型
）１
台
を
購
入
す
る
に
あ

た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
議

会
議
員　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
７
月
８
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
田

川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
全
員
協

議
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
田

川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
の
規

約
の
変
更
と
し
尿
及
び
じ
ん
芥
処
理
施

設
の
建
設
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ

い
て
の
２
議
案
が
す
べ
て
の
構
成
市
町

村
か
ら
議
決
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
件
に
つ
い
て
の
説
明
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

○
８
月
26
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、
平

成
28
年
度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
第
４
回
臨
時
会
に
つ
い
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
組
合
長
よ
り
ご
み

処
理
施
設
整
備
に
伴
い
、
広
域
で
処
理

す
る
最
終
処
分
場
の
用
地
及
び
建
設
の

報
告
及
び
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
に
伴

い
、
検
討
案
の
副
市
町
村
長
会
議
で
の

審
議
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

学
識
経
験
者
と
代
表
の
副
市
町
村
長
で

構
成
す
る
事
業
者
選
定
委
員
会
に
よ
り

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
方

針
答
申
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
６
号「
平
成
28
年
度
田
川

郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
２
百
30
万
９
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
１
千
７
百
８
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
分
担

金
の
追
加
補
正
で
あ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
監
査
委
員
報
告　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
孝
一
）

○
平
成
27
年
度
大
任
町
歳
入
歳
出
決
算

監
査
を
８
月
４
日
か
ら
８
月
18
日
ま
で
、

宇
佐
見
利
憲
代
表
監
査
委
員
と
行
い
、

８
月
25
日
に
町
長
に
平
成
27
年
度
大
任

町
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。　

そ
の
審
査
結
果
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
１
）決
算
に
つ
い
て	

　

各
会
計
に
お
け
る
計
数
に
つ
い
て
は
、

正
確
で
あ
り
、
予
算
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
は
、
適
正
で
あ
る
と
認
め
ま
す
。

（
2
）各
会
計
別
決
算
状
況

「
一
般
会
計
」

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
実
質
収
支

額
４
億
９
千
８
百
58
万
円
の
黒
字
決
算

で
す
。
徴
税
に
お
け
る
徴
収
率
は
、
現

年
度
分
、
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
93
．

０
％
で
あ
り
、
前
年
度
と
比
べ
0.2
％
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
、
滞

納
者
の
実
態
を
充
分
調
査
し
、
徴
収
に

あ
た
っ
て
更
に
努
力
を
重
ね
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
」

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引

１
億
２
千
５
百
75
万
円
の
赤
字
で
、
一

般
会
計
よ
り
7
千
９
百
43
万
円
の
繰
入

助
成
を
受
け
て
お
り
、
実
質
赤
字
額
は
、

2
億
5
百
18
万
円
で
あ
り
ま
す
。
徴
収

率
は
、
現
年
度
分
、
滞
納
繰
越
分
を
合

わ
せ
て
63
．
８
％
で
あ
り
、
前
年
度
と

比
べ
0.8
％
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
非

常
に
低
く
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
医
療

費
で
あ
る
た
め
、
医
療
費
の
抑
制
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す

「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
」

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
２
百
29
万
円
の

黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
水
道
事
業
会
計
」

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入

歳
出
差
引
２
千
83
万
円
の
赤
字
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
給
水
料
は
、
２
百
36
万
円
の
未

収
金
が
あ
り
、
今
後
、
滞
納
者
の
実
態

を
充
分
調
査
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
総
括
意
見
」

　
平
成
27
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
は
、

４
億
９
千
８
百
58
万
円
の
黒
字
決
算
で

し
た
が
、
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
、
国

県
支
出
金
、
地
方
債
等
に
依
存
し
て
い

る
現
状
で
あ
り
、
依
存
財
源
は
、
全
体

の
70
．
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
は
、
29
．
１
％

と
低
く
、
自
主
財
源
の
少
な
い
自
治
体

の
最
低
基
準
と
さ
れ
る
３
割
自
治
に
も

満
た
な
い
状
態
で
あ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
は
、
よ
り
一
層
の

歳
出
削
減
に
努
め
、
収
入
に
お
い
て
は
、

各
税
等
の
徴
収
業
務
の
強
化
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
決
算
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し
た
議
案
）

・
認
定
第
１
号　

平
成
27
年
度
大
任
町

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て・
同
意
第
５
号　

大
任
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

日
程
第
５

・
認
定
第
１
号　

平
成
27
年
度
大
任
町

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て内
容
は
、
平
成
27
年
度
中
に
執
行
し
た

大
任
町
各
会
計
別
の
歳
入
歳
出
決
算
報

告
と
、
そ
れ
に
対
す
る
監
査
委
員
の
監

査
意
見
書
に
つ
い
て
審
査
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
結
果
、

全
員
異
議
な
く
決
定
）

日
程
第
15

・
同
意
第
５
号　

大
任
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

は
、
９
日
の
本
会
議
で
採
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
公
共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致
調
査

特
別
委
員
長　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
下 

太
）

○
現
在
、
我
が
町
は
、
町
長
以
下
職
員
の

皆
さ
ん
の
日
夜
惜
し
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

全
国
の
市
町
村
が
研
修
に
訪
れ
る
、
発
展

途
上
町
と
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
後
も
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
・
環
境
・
人
材
等
の
充
実
し
た
町
作
り

に
知
恵
を
絞
ら
ね
ば
と
、
我
々
議
会
も
、

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
、
数
年
後
に
稼
働
を

計
画
し
て
い
ま
す
、
じ
ん
芥
処
理
場
建

設
に
あ
た
り
、
建
築
廃
材
の
処
分
、
主

に
木
屑
の
処
理
施
設
を
、
町
主
体
の
価

値
あ
る
企
業
と
し
て
起
業
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
か
、
研
修
・
会
合
を
致
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
、
去
る
７
月
15
日
・
16
日
に
、
公

共
施
設
及
び
民
間
企
業
誘
致
調
査
特
別

委
員
会
に
よ
る
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
の

木
屑
破
砕
施
設「
株
式
会
社 

脇
通
商
」の

現
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
特
別
委
員
会
か
ら
５
名
、
議
会

議
長
、
副
町
長
の
７
名
で
す
。

研
修
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
研
修
先
の

株
式
会
社
・
脇
通
商
で
は
、「
地
球
に
優

し
い
技
術
力
」を
モ
ッ
ト
ー
に
木
く
ず
廃

材
の
中
間
処
理
を
通
し
て
、
地
球
環
境

の
保
全
に
努
力
し
て
い
る
会
社
で
あ
り

ま
す
。

産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
に
お
い
て
、
建

設
廃
棄
物
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
会
社
は
、
資
源
循
環
型

社
会
を
目
指
し
て
、
有
用
な
資
源
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
可
能
性
を
持
つ
廃
棄

物
を
資
源
と
し
て
再
利
用
し
、
地
球
に

優
し
い
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
破
砕
し
た
木
く
ず
を
畜
舎

の
敷
き
ワ
ラ
に
代
わ
る
敷
料
や
堆
肥
の

原
料
、
道
路
法
面
の
吹
き
付
け
材
及
び

バ
イ
オ
発
電
等
の
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と

し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
処

理
工
程
中
に
発
生
し
た
金
属
類
に
つ
い

て
は
、
磁
選
機
で
除
去
し
た
後
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
業
者
へ
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

研
修
先
の
業
者
よ
り
詳
細
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
、そ
の
後
、現
地
視
察
を
行
い
、

研
修
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
７
月
22
日
に
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
視
察
研
修
に
つ
い
て
の
問
題
点
、

課
題
等
集
約
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
し
、
委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
増
加
し
て
い
く
と
思
わ

れ
る
、
空
き
家
問
題
の
解
決
策
の
一
つ
と

し
て
、
改
装
・
改
築
可
能
な
家
屋
を
所
有

者
よ
り
、
格
安
、
た
と
え
ば
、
固
定
資

産
税
相
当
額
で
借
り
上
げ
、
一
戸
建
て

賃
貸
住
宅
ま
た
購
入
希
望
者
が
現
れ
れ

ば
、
売
買
仲
介
者
に
も
な
れ
る
よ
う
な
、

仮
称
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
大
任
町
住
宅

供
給
公
社
」的
な
、
町
内
外
の
住
宅
所
有

者
と
、
入
居
希
望
者
、
両
方
の
手
助
け

が
出
来
る
よ
う
な
、
組
織
作
り
を
検
討

中
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
後
の
委
員
会
で
、
建
築
廃
材
処

理
施
設
及
び
、
仮
称
で
は
あ
り
ま
す
が

　
内
容
は
、
平
成
28
年
10
月
８
日
任
期

満
了
に
伴
い
、
再
任
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
結
果
、

全
員
異
議
な
く
決
定
）

　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て
終

了
し
散
会
し
ま
し
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
15
議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及
び
各

常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議
案

等
）

・
議
案
第
38
号　

大
任
町
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
議
案
第
40
号　

特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
43
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
39
号　

大
任
町
し
尿
・
じ
ん

芥
処
理
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
41
号　

大
任
町
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
42
号　

町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
44
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
45
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

・
議
案
第
46
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
建
設
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
47
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
谷
隆
澄
）

○
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
平
成

28
年
第
２
回
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会

定
例
会
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
平
成
27
年
度
経
過

月
分
の
出
納
検
査
報
告
。

　

議
案
第
３
号
、
田
川
地
区
斎
場
組
合

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致

し
ま
し
た
。

　

認
定
第
１
号
、
平
成
27
年
度
田
川
地

区
斎
場
組
合
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
致
し

ま
し
た
。

　

議
案
第
４
号
、
平
成
28
年
度
田
川

地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
百
66
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千
４
百
54
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
繰

越
金
の
補
正
で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
本
会
議
を
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
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地域振興常任委員会
12 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
坂
本　
年
行

●
副
委
員
長

　
次
谷　
隆
澄

●
委　
員

　
奥
永　
明
正

●
委　
員

　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
毛
利　
英
文

の
持
ち
出
し
に
よ
っ
て
農
業
施
設
組
合

維
持
管
理
費
と
し
て
出
す
交
付
金
で
ご

ざ
い
ま
す
。

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
結
果
、

全
員
異
議
な
く
可
決
）

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は

す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　
暴
力
絶
滅
住
民

総
決
起
大
会
に
つ
い
て
報
告

　
し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
建
設
事
業

特
別
会
計
予
算
の
報
告

※
税
務
課　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
交
付
の
報
告

※
住
民
課　
戦
没
者
慰
霊
祭
及
び
敬
老

会
日
程
の
報
告

※
教
育
課　
小
学
校
体
育
会
及
び
中
学

校
文
化
祭
日
程
の
報
告

　

田
川
科
学
技
術
高
等
学
校
の
土
木

コ
ー
ス
新
設
の
報
告

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

審
査
内
容

・
議
案
第
39
号　

大
任
町
し
尿
・
じ
ん

芥
処
理
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
田
川
市
、
添
田
町
、
香
春

町
、
川
崎
町
、
糸
田
町
、
福
智
町
、
赤

村
か
ら
し
尿
及
び
じ
ん
芥
処
理
施
設
の

建
設
に
関
す
る
事
務
を
受
託
し
た
こ
と

に
伴
い
、
当
該
事
務
に
関
す
る
経
理
を

適
正
に
行
う
た
め
本
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
議
案
第
46
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
建
設
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
９
千
６
百
30
万
円
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
上
記
２
議
案
は
、
関
連
議
案
で
あ
り

ま
す
の
で
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
で
は
、
何
を
再
生
す
る
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　
し
尿
処
理
後
の
汚
泥
に

つ
い
て
は
、
資
源
化
と
し
て
、
堆
肥
と

助
燃
材
に
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
す
。

○
丹
村
委
員　
堆
肥
は
、
８
か
町
村
で

販
売
す
る
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　
今
は
現
実
、無
料
で
す
。

○
丹
村
委
員　
今
は
無
料
で
や
っ
て
い

る
け
ど
、
今
度
は
田
川
全
体
が
入
っ
て

く
る
で
し
ょ
。
入
っ
て
き
た
と
き
に
肥

料
は
無
料
な
の
か
、
有
料
な
の
か
検
討

は
し
て
い
な
い
の
で
す
か
。

○
住
民
課
長　
今
現
在
、
そ
こ
ま
で
は

決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
、

無
料
で
配
布
し
て
い
る
状
態
で
す
。

○
丹
村
委
員　
現
状
の
肥
料
と
同
じ
肥

料
を
作
る
の
で
す
か
。

○
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
所
長　
今

考
え
て
い
る
も
の
は
、
堆
肥
化
と
助
燃

材
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
今
田

川
郡
東
部
で
も
乾
燥
肥
料
を
作
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
新
し
く
出
来
る
施
設
に

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
を
こ
の
施
設
に
入
れ
る

こ
と
で
、
有
機
性
廃
棄
物
が
し
尿
の
ほ

か
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

堆
肥
も
今
作
っ
て
い
る
堆
肥
よ
り
も
品

質
は
現
在
よ
り
良
く
な
る
と
い
う
よ
う

な
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
今
の
堆
肥
は
無
料
で
い

い
け
ど
、
現
実
的
に
こ
れ
だ
け
進
歩
し

て
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
そ
こ
ま
で
の

プ
ラ
ン
ト
に
し
な
い
の
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　
今
の
と
こ
ろ
は
ま
だ

検
討
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
、
コ

ン
サ
ル
と
担
当
部
局
で
協
議
し
て
報
告

し
ま
す
。

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
41
号　

大
任
町
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
42
号　

町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
町
道
と
し
て
、
向
田
３
号

線
を
認
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
44
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
20
万
４
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

９
億
３
千
５
百
64
万
９
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
45
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳

総務常任委員会
９日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
佐
々
木　
次
男

●
副
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
松
下　
太

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
38
号　

大
任
町
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
田
川
地
区
８
市
町
村
で
の

田
川
広
域
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
伴

い
、
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
の
規

定
に
よ
る
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
定

義
に
基
づ
き
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

中
心
市
、
田
川
市
が

８
千
５
百
万
円
、
町
村
で
１
千
５
百
万

円
の
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
１
回
限
り
で
す
か
、
そ

れ
と
も
１
年
間
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

１
年
間
で
毎

年
度
で
す
。

○
松
下
委
員　
田
川
地
区
広
域
政
策
協

議
会
は
、
首
長
、
副
市
町
村
長
、
議
会

議
長
、
教
育
長
で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
事
務
局
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

事
務
局
は
、

田
川
市
で
す
。
田
川
市
総
合
政
策
課
が

事
務
局
で
す
。

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
結
果
、

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
40
号　

特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
本
町
に
お
け
る
非
常
勤
の

各
種
委
員
に
弁
護
士
又
は
教
授
が
就
任

し
た
場
合
の
当
該
委
員
に
支
給
す
る
報

酬
を
予
算
の
範
囲
内
で
町
長
が
定
め
た

額
を
支
給
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
結
果
、

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
43
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
６
億
１
千
40
万
３
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

55
億
１
千
３
百
56
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
町
が
認
め
た

農
業
者
な
ど
で
構
成
す
る
活
動
組
織
が

行
う
軽
微
な
水
路
の
補
修
や
清
掃
、
農

道
の
草
刈
り
な
ど
共
同
作
業
を
す
る
た

め
に
国
県
の
補
助
金
と
町
の
一
般
財
源

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
百
28
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

６
千
８
百
83
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
47
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び
支
出

そ
れ
ぞ
れ
３
千
３
百
万
円
を
追
加

し
、
収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
千
６
百
32
万
５
千
円
と
定
め
、

資
本
的
収
入
の
既
決
額
に
６
百
60
万
円

を
追
加
し
、
資
本
的
収
入
の
予
定
額
を

３
億
８
千
８
百
70
万
円
、
資
本
的
支

出
の
既
決
額
に
９
百
60
万
６
千
円
を

追
加
し
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

４
億
78
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

対
し
て
不
足
す
る
額
１
千
２
百
８
万
７
千
円

は
、
過
年
度
分
及
び
当
該
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
）

　
以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は
す

べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　
暴
力
絶
滅
住
民

総
決
起
大
会
に
つ
い
て
報
告
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り
ま
す
が
、
空
き
家
に
つ
い
て
困
っ
て

い
ま
す
。
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
と

い
う
の
が
施
行
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
担
当
課
は
総
務
課
で
す
か
。
税

務
課
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
は
、
総
務
企
画
財
政
課
で

す
。
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
は
、
施

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
に
つ
い

て
は
条
例
制
定
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
１
年
を
か
け
て
事
務
手
続

き
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

○
浦
野
副
町
長　
特
別
措
置
法
の
担
当

窓
口
は
総
務
企
画
財
政
課
で
す
。
条
例

も
含
め
て
行
い
ま
す
。
課
税
等
に
つ
い

て
は
、
税
務
課
が
担
当
致
し
ま
す
。

　
本
町
に
つ
い
て
は
、
条
例
化
を
し
て

い
な
い
の
で
、
早
急
に
行
い
ま
す
。

○
丹
村
委
員　
大
任
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
進
捗
状
況
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　
平
成
28
年
度

の
状
況
は
、
昨
年
度
と
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
職
員
を
５
人
選
定
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
平
成
29
年
度
以
降

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
も
の
、

郵
便
局
の
窓
口
を
利
用
等
、
ま
た
、
特

産
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
に
ど
う
い
う
風

に
当
て
た
ら
い
い
の
か
協
議
中
で
す
。

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
ら
報
告
し
ま

す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

日
程
第
１
～
日
程
第
10

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に
対

す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　

９
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
３
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
９
日
午

前
11
時
か
ら
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会

は
原
案
の
と
お
り
３
議
案
を
全
員
異
議

な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　

９
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ
れ

た
７
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
12
日
午
前
10

時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

議会からのお知らせ

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
委
員
会
は
原
案

の
と
お
り
７
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
38
号　

大
任
町
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
議
案
第
39
号　

大
任
町
し
尿
・
じ
ん

芥
処
理
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
40
号　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
41
号　
大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
42
号　

町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
43
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
44
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
45
号　
平
成
28
年
度
大
任
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
46
号　

平
成
28
年
度
大
任
町

し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
施
設
建
設
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
47
号　
平
成
28
年
度
大
任
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
以
上
10
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・
討

論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
）

　
以
上
で
平
成
28
年
第
４
回
大
任
町
議

会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　
米
丸　
年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
佐
々
木　
次
男

●
委　
員

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
坂
本　
年
行

●
委　
員

　
　
次
谷　
隆
澄

　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
方
々
に
議
会
審
議

を
傍
聴
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
28
年
12

月
の
予
定
で
す
。

議 会 本 会 議
13 日開会（審議経過）

※
税
務
課　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
交
付
の
報
告

※
教
育
課　
小
学
校
体
育
会
及
び
中
学

校
文
化
祭
日
程
の
報
告

　

田
川
科
学
技
術
高
等
学
校
の
土
木

コ
ー
ス
新
設
の
報
告

○
奥
永
委
員　
住
民
か
ら
の
要
望
で
あ
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